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新任のごあいさつ

　令和5年12月1日付けで安全管理部・教授を拝命いたしました。
私は平成10年に徳島大学を卒業し、徳島大学病院および関連施
設で消化器外科（肝胆膵外科）の修練を積んだのち、令和3年から
特定機能病院の承認要件である医療安全管理担当医師（専従）と
して活動しております。医療はますます高難度化しており、患者
さんの安全を確実なものとすることが強く求められています。こ
れまでに私が臨床で培ってきた経験と患者さんへの想いをもと
に、よりよい医療の実現を目指して全力で取り組んでまいります
ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。　

安全管理部
教授・部長

池本 哲也
（いけもと てつや）

　令和6年1月1日に発生した能登半島地
震の被災地へ、徳島大学病院よりDMAT

（災害派遣医療チーム）（医師1名、看護師
2名、薬剤師1名、臨床工学技士1名）が派
遣されました。本DMATは1月11日に本
院を出発、翌12日より避難所や被災地の
診療所などでの医療支援を行い、1月18
日に無事帰院しました。
　帰院後の病院運営会議では、被災地域
の現状や今後の課題などの報告を終えた
DMATメンバーに香美病院長よりねぎら
いの言葉がかけられました。

令和6年能登半島地震の被災地へDMAT（災害派遣医療チーム）を派遣しました。

　令和6年3月3日、徳島大学蔵本キャンパス内の大塚講堂において市民公開講座「徳島大学
病院フォーラム２０２４春」を開催しました。今回は「ゲノム情報を活用して健康で長生き」
と「がん～ここまできた最新治療～」と題した２部構成で実施しました。
　約350人の参加者の方々は、本院の第一線で働く専門医の話に熱心に耳を傾けておられ、
本フォーラムは盛況のうちに終了することが
できました。
　また、本フォーラムの様子は、ケーブルテレビ
でも放送されますので、是非ご覧ください。

帰院直後のDMATメンバー

徳島大学病院フォーラム２０２４春を開催しました

■テレビトクシマ（111チャンネル）放送予定
　　前編 4/8 ㈪・10 ㈬・15 ㈪・17 ㈬
　　後編 4/9 ㈫・11 ㈭・16 ㈫・18 ㈭
　　※時間はいずれも13：00～15：00
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現在、開発中の医薬品の候補（治験薬）あるいは医療機器を用いた治験を、以下の病気を対象に実施し
ています。参加いただいた患者さんにおけるデータを集め、有効性や安全性を確認して医薬品や医療機器
としての「承認」を得ることが治験の目的ですが、参加いただいた患者さんにとって良い効果をもたらす場合
もあります。まずは、よく情報を得ていただきたいと思いますので、お気軽にお問い合わせください。

●肺がん
●腎細胞がん
●肝細胞がん
●筋層浸潤性膀胱がん
●乳がん

●食道がん
●尿路上皮がん
●筋萎縮性側索硬化症
●急性冠症候群
●心性浮腫（うっ血性心不全）

●統合失調症
●間質性膀胱炎
●ALアミロイドーシス
●金属パネルアレルゲン
●原発性lgA腎症

問合せ：総合臨床研究センター
tel.088-633-9294


